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要旨：「ハブクラゲ等危害防止対策事務処理要領」に基づき，2024 年に報告された「海洋危険生物刺咬症事故調査票」を

集計し，海洋危険生物による刺咬症被害の状況をまとめた．2024 年の海洋危険生物による刺咬症被害は 126 件で，2023

年の 100 件と比較すると 26 件増加した．被害総数 126 件のうち，ハブクラゲによる刺症被害が 37 件（29.4％）と最も多

く，次いでカツオノエボシが 17 件（13.5％）であった．被害が最も多く発生した月は 7 月で，42 件（33.3％）の報告が

あった．2024 年における県外在住者の被害は 53 件（42.1％）であり，県内在住者の被害 50 件（39.7％）を上回っていた．

被害報告数が増加した理由の一つとして，沖縄県入域観光客数の増加による影響が考えられた． 

 

Key words：海洋危険生物，刺咬症被害，疫学，ハブクラゲ，観光客，沖縄県 

 

 

Ⅰ はじめに 
 沖縄県ではハブクラゲ等海洋危険生物による危害を未

然に防止するため，1998 年に「ハブクラゲ等危害防止対

策事務処理要領」が制定された．同要領に基づき 2024 年

に報告された県内の海洋危険生物による刺咬症被害の状

況について報告する． 

 

Ⅱ 方法 
「ハブクラゲ等危害防止対策事務処理要領」に基づき，

2024 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までに沖縄県内の医療機

関及び監視機関から報告された「海洋危険生物刺咬症事

故調査票」を集計した．加害生物名は，調査票に記載のあ

った生物名で集計を行い，集計には「疑い」と報告された

ものも含めた．標準和名で報告されていない生物につい

ては，報告された名称に「類」をつけてまとめて集計し

た．なお，構成比の数値は小数点以下第 2 位を四捨五入

しているため，個々の集計値の合計は必ずしも 100％と

ならない場合がある． 

 

Ⅲ 結果及び考察 
2024 年に報告された海洋危険生物による刺咬症被害は

126 件だった（表 1）．2023 年の刺咬症被害報告数 100 件

1)と比較すると 26 件増加した．ハブクラゲ Chironex 

yamaguchii による刺症被害は 37 件報告されており，2023

年の 35 件 1)より 2 件増加した． 

１．発生時期 

刺咬症被害は 3 月から 11 月にかけて発生しており，1

月，2 月及び 12 月は被害報告がなかった（表 1）．被害が

最も多かったのは 7 月で，42 件（33.3％）の報告があっ

た．刺咬症被害は例年 7月から 8月に多く発生しており，

この 2ヶ月の被害が年間全体の約 70％を占めていたが 2)，

2024 年の 7 月と 8 月の被害報告数は合計 65 件（51.6％）

であった． 

２．発生場所 

 被害が最も多かったのは宮古保健所管轄内で，45 件

（35.7％）の報告があった．次いで北部保健所管轄内の 44

件（34.9％），中部保健所管轄内の 21 件（16.7％），南部

保健所管轄内（那覇市を含む）の 8 件（6.3％），八重山

保健所管轄内の 8 件（6.3％）であった（表 1）． 

市町村別で 10 件以上の被害報告があったのは，宮古島

市，名護市及びうるま市で，宮古島市が 45 件（35.7％），

名護市が 16 件（12.7％），うるま市が 12 件（9.5％）であ

った（表 1）． 

３．被害者の概要 

 被害総数 126 件のうち，男性の被害が 81 件（64.3％），

女性の被害が 45 件（35.7％）であった（表 2）． 

 年代別では 10 代の被害が最も多く 31 件（24.6％），次

いで 20 代の 30 件（23.8％），10 歳未満の 28 件（22.2％），

30 代の 15 件（11.9％），40 代の 13 件（10.3％），50 代の

6 件（4.8％），60 代以上の 3 件（2.4％）であった（表 2）． 

４．加害生物と被害の重症度 

加害生物別では，刺胞動物による被害が 70 件（55.6％）

と最も多く，そのうちハブクラゲによる被害は 37 件

（29.4％）で，次いでカツオノエボシ Physalia sp.による

被害が 17 件（13.5％），クラゲ類による被害が 14 件

（11.1％），イソギンチャク類による被害が 2 件（1.6％）

報告された（表 3）． 

魚類では 20 件（15.9％）の被害があり，オコゼ類で 10
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件（7.9％），オニダルマオコゼ Synanceia verrucosa で 4 件

（3.2％），ミノカサゴ類及びネムリブカ Triaenodon obesus

で各 2 件（1.6％），オニオコゼ Inimicus japonicus 及びア

カエイ Hemitrygon akajei で各 1 件（0.8％）の報告があっ

た（表 3）． 

棘皮動物では 7 件（5.6％）の被害があり，ガンガゼ

Diadema setosum で 5 件（4.0％），ウニ類で 2 件（1.6％）

であった．爬虫類では 2 件（1.6％）の被害があり，クロ

ガシラウミヘビHydrophis melanocephalus及びウミヘビ類

で各 1 件（0.8％）であった．軟体動物（イモガイ類）及

び環形動物（ウミケムシ類）では，各 1 件（0.8％）の被

害があった．また，加害生物不明の被害は 25 件（19.8％）

であった（表 3）． 

被害の重症度は，軽症が 97 件（77.0％），中等症が 10

件（7.9％），重症度不明が 19 件（15.1％）で，重症事例

はなかった（表 4）．中等症の加害生物は，クラゲ類が 2

件，オニダルマオコゼが 1 件，オコゼ類が 3 件，ネムリ

ブカが 2 件，クロガシラウミヘビが 1 件，不明が 1 件で

あった． 

５．ハブクラゲによる刺症被害 

 2024 年のハブクラゲによる刺症被害は 37 件報告され

た．被害は 4 月から 10 月にかけて発生し，最も多い 7 月

と 8 月には各 14 件の報告があった（表 1）．最も早い被

害報告日は本部町の 4 月 1 日であり，最も遅い報告日は

名護市の 10 月 5 日であった． 

また，市町村別のハブクラゲ被害報告数は，うるま市

で 9 件，名護市で 8 件，国頭村及び宮古島市で各 4 件，

本部町及び恩納村で各 2 件，大宜味村，東村，宜野座村，

那覇市，豊見城市，石垣市及び竹富町で各 1 件であった

（表 1）． 

６．被害者の行動 

被害時の行動は，遊泳が 97 件（77.0％）と最も多く，

次いでその他が 16 件（12.7％），ダイビング及び漁労中

が各 4 件（3.2％），魚釣りが 3 件（2.4％），潮干狩りが

2 件（1.6％）であった（表 5）． 

遊泳中の被害で 10 件以上報告があった加害生物は，ハ

ブクラゲが 33 件と最も多く，次いでカツオノエボシ及び

クラゲ類が各 14 件であった（表 5）．

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

 名護市 0 0 1 0 4 0 4(3) 4(3) 2(1) 1(1) 0 0 16(8)

 国頭村 0 0 0 0 0 0 6(4) 0 0 0 0 0 6(4)

 大宜味村 0 0 0 0 0 0 1(1) 0 0 1 1 0 3(1)

 東村 0 0 0 0 0 0 0 2(1) 0 0 0 0 2(1)

 今帰仁村 0 0 0 0 0 1 2 2 1 0 1 0 7

 本部町 0 0 0 1(1) 0 1 1 2(1) 2 0 0 0 7(2)

 不明 0 0 0 0 0 0 1(1) 1 0 1 0 0 3(1)

小計 0 0 1 1 4 2 15(9) 11(5) 5(1) 3(1) 2 0 44(17)

 沖縄市 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

 うるま市 0 0 0 0 0 0 6(3) 6(6) 0 0 0 0 12(9)

 恩納村 0 0 0 0 0 0 4(2) 0 0 1 0 0 5(2)

 宜野座村 0 0 0 0 0 0 0 1(1) 0 0 0 0 1(1)

 読谷村 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

 北谷町 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

小計 0 0 2 0 0 0 10(5) 8(7) 0 1 0 0 21(12)

 那覇市 0 0 0 0 0 0 0 0 1(1) 0 0 0 1(1)

 豊見城市 0 0 0 0 0 0 0 1(1) 0 0 0 0 1(1)

 渡嘉敷村 0 0 1 0 0 0 0 0 2 1 0 0 4

 粟国村 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

 不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

小計 0 0 1 0 0 0 0 1(1) 4(1) 2 0 0 8(2)

宮古保健所  宮古島市 0 0 2 2 1 13(4) 15 2 5 2 3 0 45(4)

 石垣市 0 0 0 0 0 2(1) 1 0 0 0 0 0 3(1)

 竹富町 0 0 0 0 0 2 1 1(1) 1 0 0 0 5(1)

小計 0 0 0 0 0 4(1) 2 1(1) 1 0 0 0 8(2)

合計 0 0 6 3(1) 5 19(5) 42(14) 23(14) 15(2) 8(1) 5 0 126(37)

表1．沖縄県における海洋危険生物による市町村別月別の刺咬症被害報告数（2024年）．( )内はハブクラゲによる件数．

管轄保健所 市町村

八重山保健所

月
合計

北部保健所

中部保健所

南部保健所

性別
10歳

未満
10代 20代 30代 40代 50代

60代

以上
合計

男 17 18 17 12 9 6 2 81

女 11 13 13 3 4 0 1 45

合計 28 31 30 15 13 6 3 126

表2．沖縄県における海洋危険生物による性別年代別の

　　刺咬症被害報告数（2024年）．

沖縄県衛生環境研究所報　第59号（2025）

- 100 -



 

７．海洋危険生物に関する知識の有無 

県内在住の被害者 50 名のうち，海洋危険生物に関する

「知識が有る」と回答した人は 21 名，「知識が無い」と

回答した人は 18 名，回答不明が 11 名で，「知識が有る」

人の割合は 42.0％であった（図 1）．一方，県外在住の被

害者 53 名のうち，「知識が有る」と回答した人は 7 名で，

「知識が無い」と回答した人は 36 名，回答不明が 10 名

で，「知識が有る」人の割合は 13.2％であった（図 1）．

県外在住者は約 7 割が「知識が無い」と回答しており，

県内在住者と比較して海洋危険生物に関する認知度が低

いことが分かった． 

知識が不十分な状態で海に入ると，刺咬症予防や応急

処置の準備が不足してしまい，被害に遭う可能性が高く

なると考えられる．気候が温暖な沖縄県の海には，県外

の海では見られない危険生物も生息していることから，

来県する県外在住者（主に観光客）にも注意喚起ができ

るような啓発方法についても検討していく必要がある． 

８．観光客の被害報告数について 

今帰仁村，恩納村，読谷村，那覇市，渡嘉敷村，粟国村，

宮古島市，石垣市及び竹富町では，県内在住者よりも県

外在住者の被害が多く報告された．宮古島市で 45 件中 28

件（62.2％），今帰仁村で 7 件中 4 件（57.1％），恩納村

及び竹富町で 5 件中 3 件（60.0％），渡嘉敷村で 4 件中 3

件（75.0％），石垣市で 3 件中 2 件（66.7％）読谷村，那

覇市及び粟国村で 1 件中 1 件（100.0％）が県外在住者の

被害であった（表 6）．これらの地域では，県外在住者（主

に観光客）へ向けた注意喚起にも努める必要がある． 

９．2024 年の海洋危険生物刺咬症被害の特徴 

2024 年の刺咬症被害報告数は 126 件で，2023 年の 100

件と比べると 26 件増加した 1)．2021 年から 2023 年にか 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ハブクラゲ 0 0 0 1 0 5 14 14 2 1 0 0 37

カツオノエボシ 0 0 0 1 0 6 5 0 1 0 4 0 17

クラゲ類 0 0 0 0 0 5 6 2 0 1 0 0 14

イソギンチャク類 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2

小計 0 0 1 2 0 16 25 16 4 2 4 0 70

オニダルマオコゼ 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 4

オニオコゼ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

オコゼ類 0 0 1 0 2 0 2 1 2 2 0 0 10

ミノカサゴ類 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2

ネムリブカ 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

アカエイ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

小計 0 0 1 0 4 0 2 4 7 2 0 0 20

ガンガゼ 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 5

ウニ類 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

小計 0 0 1 0 0 1 2 1 1 1 0 0 7

クロガシラウミヘビ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

ウミヘビ類 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

小計 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2

軟体動物 イモガイ類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

環形動物 ウミケムシ類 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

不明 0 0 2 1 1 1 13 2 3 1 1 0 25

合計 0 0 6 3 5 19 42 23 15 8 5 0 126

表3．沖縄県における海洋危険生物による加害生物別月別の刺咬症被害報告数（2024年）．

加害生物
月

合計

刺胞動物

魚類

棘皮動物

爬虫類

軽症 中等症 重症 不明

ハブクラゲ 28 0 0 9 37

カツオノエボシ 16 0 0 1 17

クラゲ類 12 2 0 0 14

イソギンチャク類 1 0 0 1 2

小計 57 2 0 11 70

オニダルマオコゼ 3 1 0 0 4

オニオコゼ 0 0 0 1 1

オコゼ類 6 3 0 1 10

ミノカサゴ類 2 0 0 0 2

ネムリブカ 0 2 0 0 2

アカエイ 1 0 0 0 1

小計 12 6 0 2 20

ガンガゼ 4 0 0 1 5

ウニ類 2 0 0 0 2

小計 6 0 0 1 7

クロガシラウミヘビ 0 1 0 0 1

ウミヘビ類 0 0 0 1 1

小計 0 1 0 1 2

軟体動物 イモガイ類 1 0 0 0 1

環形動物 ウミケムシ類 1 0 0 0 1

不明 20 1 0 4 25

合計 97 10 0 19 126

魚類

棘皮動物

爬虫類

表4．沖縄県における海洋危険生物による加害生物別重症度別

　　の刺咬症被害報告数（2024年）．

加害生物
重症度

合計

刺胞動物

沖縄県衛生環境研究所報　第59号（2025）

- 101 -



 

けての被害報告数は，新型コロナウイルス感染症や台風

の影響により 100 件程度で推移していた 2)．2024 年につ

いては，夏季の台風襲来等がなく，前年と比較して 26 件

増加する結果となった． 

被害報告数が増加した理由の一つとして，沖縄県入域

観光客数の増加による影響が考えられる．2024 年の入域

観光客数は 966 万 8,800 人で，これまで最多を記録した

2019 年に対し 95.1％の水準まで回復した 3)．特に夏期（7

－9 月）にかけては，多くの観光客が海水浴やマリンレジ

ャーを目的に来県しており 4)，海に入る人が多く，前年よ

り被害報告数が増加したと考えられる． 

刺咬症被害の発生時期については，例年 7－8 月に多く

発生しており，この 2 ヶ月の被害が年間全体の約 70％を

占めていたが 2)，2024 年の 7－8 月の被害報告数は計 65

件（51.6％）であり，全体における割合が例年より低くな

っていた．理由として，2024 年は 4－11 月にかけて平年

より平均気温が高い状態が続いていたため 5），海水浴が

県内 県外 不明

名護市 5 3 8 16

国頭村 2 0 4 6

大宜味村 1 0 2 3

東村 0 0 2 2

今帰仁村 1 4 2 7

本部町 4 2 1 7

不明 0 1 2 3

小計 13 10 21 44

沖縄市 1 0 0 1

うるま市 11 1 0 12

恩納村 2 3 0 5

宜野座村 0 0 1 1

読谷村 0 1 0 1

北谷町 1 0 0 1

小計 15 5 1 21

那覇市 0 1 0 1

豊見城市 1 0 0 1

渡嘉敷村 1 3 0 4

粟国村 0 1 0 1

不明 1 0 0 1

小計 3 5 0 8

宮古保健所 宮古島市 17 28 0 45

石垣市 1 2 0 3

竹富町 1 3 1 5

小計 2 5 1 8

合計 50 53 23 126

八重山保健所

表6．沖縄県における海洋危険生物による市町村別被害

　　者の在住地別の刺咬症被害報告数（2024年）．

管轄保健所 市町村 合計
被害者の在住地

北部保健所

中部保健所

南部保健所

8名

7名

21名

8名

36名

18名

7名

10名

11名

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不明

県外

県内

知識有

知識無

不明

図1．沖縄県における被害者の在住地別海洋危険生物

に関する知識の有無（2024年）．

表5．沖縄県における海洋危険生物による加害生物別被害時の行動別の刺咬症被害報告数（2024年）．

遊泳 魚釣り
ダイビング
（潜水）

漁労中 潮干狩り その他

ハブクラゲ 33 1 1 0 0 2 37

カツオノエボシ 14 0 1 0 0 2 17

クラゲ類 14 0 0 0 0 0 14

イソギンチャク類 2 0 0 0 0 0 2

小計 63 1 2 0 0 4 70

オニダルマオコゼ 3 0 0 0 0 1 4

オニオコゼ 1 0 0 0 0 0 1

オコゼ類 5 0 0 0 0 5 10

ミノカサゴ類 0 1 0 1 0 0 2

ネムリブカ 0 0 2 0 0 0 2

アカエイ 1 0 0 0 0 0 1

小計 10 1 2 1 0 6 20

ガンガゼ 3 0 0 0 0 2 5

ウニ類 1 0 0 0 0 1 2

小計 4 0 0 0 0 3 7

クロガシラウミヘビ 0 0 0 1 0 0 1

ウミヘビ類 0 1 0 0 0 0 1

小計 0 1 0 1 0 0 2

軟体動物 イモガイ類 0 0 0 0 1 0 1

環形動物 ウミケムシ類 0 0 0 0 1 0 1

不明 20 0 0 2 0 3 25

合計 97 3 4 4 2 16 126

合計

刺胞動物

魚類

棘皮動物

爬虫類

加害生物
被害時の行動
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できる期間も長くなり，6 月や 9 月の被害割合が例年と

比較して高くなったことが考えられる． 

2025 年の刺咬症被害報告数については，2025 年 4－8

月の入域観光客数が前年比で増加していること及び同年

8－9 月に沖縄本島地方に接近した台風がなかったことか

ら 6,7），海に入る人が増えると予想され，2024 年よりも

増加する可能性がある． 
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